
東京都立八王子西特別支援学校
令和２年度 全国公開研究会

令和３年２月８日～２月１２日

令和２年度 研究活動について
研究主題（３年計画）

『「態度」の育成を軸にした教育課程の創造』

『「学びの地図」に基づく教科指導の充実』

１年次



研究テーマ

『「態度」の育成を軸にした教育課程の創造』

「態度」の育成を軸にしたカリキュラム・マネジメントの確立３年次

教科を基盤とした「合わせた指導」の授業改善２年次

「学びの地図」に基づく教科指導の充実１年次
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「学びの地図」としての学習指導要領

教員、児童・生徒が学びの意義を自覚する手掛かりとしたり、
家庭、地域、企業等においても幅広く活用したりできるようにすることが目指されている。

学習指導要領
学校教育を通じて子供たちに身に付けさせたい資質・能力や
学ぶべき内容、学び方の見通しを示す「学びの地図」

◎「何を学ぶか」という指導内容の見直しに加えて、
「どのように学ぶか」「何ができるようになるか」の視点から改善

◎将来の予測が難しい社会の中でも、伝統や文化に立脚した広い視野を持ち、志高く未来を
創り出していくために必要な資質・能力を子供たち一人一人に確実に育む学校教育を実現

改訂の基本方針

①生きて働く「知識・技能」の習得
②未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成
③学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性」の涵養

社会において自立的に生きるために必要な「生きる力」を育むという理念のさらなる具体化

資質・能力の
三つの柱



「態度」とは…？

『学習評価の在り方ハンドブック』より

学習指導要領に示す
目標や内容

知識・技能
思考力、判断力、

表現力
学ぶに向かう力、
人間性等

観点別学習状況の
各観点

知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

感性、思いやり
など

他の学習や生活の
場面でも活用できる
程度に概念等を理
解したり、技能を習
得したりする。

各教科等の知識及
び技能を活用して課
題を解決する等のた
めに必要な思考力、
判断力、表現カ等を
身に付ける。

自らの学習状況を把
握し、学習の進め方
について試行錯誤す
るなど自らの学習を
調整しながら、学ぼう
としている。

児童生徒が学習したこと
の意義や価値を実感で
きるよう、日々の教育活
動等の中で児童生徒に
伝える。特に、「感性や
思いやり」など児童生徒
一人一人のよい点や可
能性、進捗の状況などを
積極的に評価し児童生
徒に伝える。※下線は研究プロジェクト



「発揮している」という「態度」を各教科の中で実現することは難しいので、
「合わせた指導」の中で、実際的な活動場面を設定して、実際に活動する
児童生徒の姿から「態度」を評価することになります。

「態度」とは…？

６月22日の研修（東京学芸大学名誉教授 菅野敦先生）より

知識
「分かる」

技能
「できる」

思考・判断・表現
「知識・技能」を
発揮する

態度
「いつも発揮している」

○○を理解し、○○の技能を身に付ける。

思考力や想像力、表現力を養う。

態度を育てる。

知識・技能

能力

「態度」

各教科

「合わせた指導」



「態度」とは…？

６月22日の研修（東京学芸大学名誉教授 菅野敦先生）より

実際的な状況の中で
発揮している「態度」



「態度」とは…？

（学習、仕事、生活、社会に向かう）「態度」の具体的な内容の体系化は、
各学校や各業種で始まったばかりです。

「態度」

他の学習や生活場面でも活用できる程度に習得した知識・技能を
活用して、自らの学習を調整しながら、課題解決にあたっている
実践的で持続的な姿・行動

「態度」として発揮されている児童・生徒の姿が
どういう姿なのかという児童・生徒像を蓄積していく必要があり、
本研究活動をとおして、「態度」を発揮している児童・生徒の姿を明ら
かにしていくこともできるのでは。



学校経営計画概要と３年計画の研究

１年次

教科ごとの授業研究



２年次

各教科＋「合わせた指導」の授業研究

学校経営計画概要と３年計画の研究



３年次

各教科＋「合わせた指導」の授業研究
八西式カリキュラムマネジメントシステム

学校経営計画概要と３年計画の研究



今年度の研究のねらい

各教科の授業で身に付けた「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」は、
児童生徒の姿をとおして、評価するしかない。

各教科の目標を達成したといえる表出を引き出すために、
「児童生徒の頭の中の思考・判断を、どのように表出させるか」に焦点を当てる。

・音声言語
・文字
・カード等の選択
・身振り、ジェスチャー
・身体表現
・サイン
・クレーン動作 など

表出

教
員

児
童
・
生
徒

自分から表出するための
配慮が必要となる。



本校の指導のベース

•スケジュール帳

•コミュニケーションブック

•手順書

•自助具

•ICTの活用

•構造化

•刺激の統制

•動線の工夫

•ICTの活用

•教師のことば

•教師のことば

•強化子の選定

•即時評価

•トークンエコノミー法

•障害特性の理解

•日々の行動観察

•アセスメント

実態把握 動機付け

手だて学習環境

「分かる授業の４ベース」



❝１年目は、教科指導の充実を図りたい❞

今年度の研究のねらい

「自立活動」の要素（配慮）

教科の要素



今年度の研究のねらい

「児童生徒の思考・判断の表出をどのように引き出すか」

表出

自分から表出するための配慮が必要となる。

・身体表現
・サイン
・クレーン動作

など

【表出手段】
・音声言語
・文字
・カード等の選択
・身振り、ジェスチャー

頭の中で考えたこと

思考・判断 頭の中で「考えた」こと

表出 「思考・判断」を表す具体的な行動

各教科の授業の中で



今年度の研究のねらい

各教科の授業で「考えた」といえる行動を
どのように授業で引き出すかを明らかにする。

「思考・判断」 頭の中で「考えた」こと

「表現」 「思考・判断」を表す具体的な行動

思考・判断の表出 ＝ 「考えた」といえる行動



・７月20日（月）
・講師 齊藤宇開先生

・期間 ９月～２月
・感染予防ガイドランを
踏まえた内容で実施

・期間 ９月～１月 ・教材教具発表会
・１回目 ８月 6日
・２回目 ２月12日

研究組織体制

研究推進444プロジェクト
・研究や研修の方向性

教育課程の開発（４４４）部門

態度の６領域を踏まえた
カリキュラムの確立

研究研修部門

全校研修会

授業研究に関する研修会

全員研究授業

一人一回以上の研究授業

教科グループ研究

教科ごとの授業研究

教員の授業力維持・向上

教材教具開発

年間一人２点を展示

国語１

・推進委員
・授業者
・撮影、記録…

国語２

・推進委員
・授業者
・撮影、記録…

・ ・ ・

担当主幹A 担当主幹B



研究・研修計画

１研究活動や学校課題のテーマに沿った全校研修会
• 研究テーマに即した講師の講義などの研修による教職員の専門性の向上

２全員研究授業
• 全員による一人1回以上の研究授業による授業力の維持・向上

３グループ研究
• 教科別の小グループによるグループ研究協議による教科学習の充実

４教材教具発表会
• 年間２回の教材展示発表

• ８月６日（木）、２月１２日（金）



１ 全校研究会

•研究活動や学校課題のテーマに沿った全校研修会
• 研究テーマに即した講師の講義などの研修による教職員の専門性の向上

• ６月２２日 菅野敦先生による研修会

• ７月２０日 齊藤宇開先生による研修会



• 授業をもっている先生は年１回以上、研究授業を実施。

• 期間は令和２年９月～令和３年２月まで。

２ 全員研究授業について

研究授業で準備するものは以下の３点

①「学習指導案」

②「児童・生徒の実態表」

③「研究授業オーダーシート」



① 学習指導案

・目標はシンプルに１項目のみ記述。

・「考えた」といえる行動を
取り上げた場面を太枠で囲む。

・授業の根拠となる学習指導要領の
指導事項を記述。

・「考えた」といえる行動を、「～できる」
という文末で、具体的に記述。

・「４ベース」にも続く指導の工夫を
抽出して記述。

・参観者にアドバイスを受けたいことを記述。



「インテーク資料」や
外部専門員のカンファレンスなどを基に作成。

「児童・生徒の実態表」

・アセスメントから導き出される児童生徒の
状態像を基にした配慮や課題

・言語機能アセスメント
※『特別支援教育に活かせる発達障害のアセスメントとケーススタディ
発達神経心理学的な理解と対応：言語機能編/坂爪一幸』
早稲田教育叢書

※『自閉症教育実践マスターブック －キーポイントが未来をひらく－』
ジアース教育新社

・J☆sKep

◎全員研究授業、グループ研究の研究授業で、学習指導案に必ず添付する。

② 児童・生徒の実態表



③ 研究授業オーダーシート

・少ない時間でも、授業へのコメントが
できるように、授業者のオーダーと連動した
「オーダーシート」を、学習指導案とともに配布。



 教科別の研究グループ（２３グループ）
◆担当授業や希望、所持免許状などにより、３～１０名で構成。

３ 教科別のグループ研究

国語（１～８G） 算数・数学（１～６G）

体育・保健体育（１～２G） 図工・美術

音楽 英語

職業 家庭

理科 社会

• 国語、算数（数学）は、学部ごとに編成。
• 図工・美術と音楽は小中高縦割り。
• 家庭は中高縦割り。
• 英語、職業、理科、社会は高等部のみで編成。



研究組織体制内での役割

• プロジェクトチームで研究スタイルの構築
• １年間の研究活動のスケジュール
• 協議会の進め方の提示

• グループ研究推進委員の役割
– グループ研究の進行管理
– グループ研究の協議会の進行
– 全校研究会等での発表

• グループメンバーで行うこと
– 研究授業対象者の選出
– 協議会シート等を活用した授業評価
– 指導方法や教材のアイディアを協議

全員参加での
研究活動

研究のデザインを
統一する

グループごとに
自律した運営

３ 教科別のグループ研究



改善授業検証授業

「考えた」といえる行動を引き出せなかった「考えた」といえる行動を引き出せた

教科別のグループ研究の流れ

成果の発表（ グループ研究を総括 ）
※助言者（齊藤宇開先生）による講評も成果物資料に含める。

各教科の授業の中で、
児童・生徒の「考えた」といえる行動をどのように引き出すかを協議

事前協議 （ 授業計画を協議 ）

授業参観 （ 録画した授業を参観 ）

研究授業 （ タブレット端末で授業の様子を録画 ）

事後協議
（ 「考えた」といえる行動を引き出せたか、手だては有効だったかを協議 ）



月 研究活動

７月

８月

９月 グループ研究開始

１０月

１１月

１２月 グループ研終了

１月
協議会シート完成・発表資料作
成

２月 公開研究会

研究授業学習指導案等の
作成

研究協議（事前協議）

Action 研究授業２（改善・検証）

成果物の作成

研究授業１

Check 研究協議（事後協議）

研究授業２回
研究協議２回

Do

Plan

Plan

教科別のグループ研究の流れ



【協議会シート① 事前協議】

・協議会の時間配分

・授業者が入力
・学習指導案から転記

・学習指導案から転記
・「考えた」といえる行動を取り上げた場面を
太枠で囲む。

・学習指導案から転記

・実態表から転記

「協議会シート」を活用して協議を焦点化



【協議会シート② 授業参観メモ】

事後協議の下準備

・研究授業の参観
・動画の視聴

意見やアイデアを
記入しておく。

≪「考えた」といえる行動ができていた場合≫
→なぜ表出できたのかの意見を記述
→奏功したと考えられる要因を分析

≪十分にできていない場合≫
→どうすれば表出できたのかの改善案を提案

「協議会シート」を活用して協議を焦点化



ビデオ参観を通じた協議
（１）「考えた」といえる行動の様子を

共有する。
（２）「考えた」といえる行動に関する

課題などを協議する。

【協議会シート③ 事後協議】

協議会の時間配分の目安を記載

・対象児以外の児童生徒の思考の表出に
ついて、改善のアイデアがあれば記述

・協議の結果、改善授業に採用する
アイデアを記述

・協議会シート①から自動入力

「協議会シート」を活用して協議を焦点化



本実践で分かったことを記録
（１）本研究の結果（事実）を共有
（２）「考えた」といえる行動を

引き出す上での成果と課題

【協議会シート④ 研究発表に向けて】

・指導方法、教材などについて、
各教科で「考えた」といえる行動を引き出すにあたって
有効であることを箇条書きで記載。

・助言者である齊藤宇開先生からの講評を記入

・協議会シート③から自動入力

「協議会シート」を活用して協議を焦点化



「協議会シート」の工夫

「協議会シート」を活用して協議を焦点化

論点の整理

◎「書き込み式」にしたことで、
何を書けばよいかが分かりやすい。

校内の一貫性

◎ 協議の筋道を示すことで、
どのグループも筋を外さない。

円滑な進行

◎ 協議のゴールを示すことで、
何を話し合えばよいか分かりやすい。

専門性向上に向けて教師が自ら取り組む研究システム

研究のパッケージ化



4 教材教具発表会

第１回 令和２年８月６日（木）

第２回 令和３年２月12日（金）



「主体的・対話的で深い学び」

児童・生徒が自発的に取り組みたいと思う授業

成果として

自発的に取り組むための環境設定と動機付け

授業の流れを一定にする。
動線を単純化する。
考える手順を示す。
答えを書く場所などを明確にする。
解答の方法をルール化する。 など

即時評価
トークンエコノミー
ビデオフィードバック等による自己評価
内発的動機づけへの移行 など

児童・生徒が分かる手だての徹底 動機付けを喚起する仕組み

教科指導の充実のために



児童・生徒が必ず「ことば」を使って思考する授業

・ コミュニケーションブックを使用して要求を伝える。
・ コミュニケーションブックを使用して選択した解答を伝える。
・ 文章カードを並べて構文する など

コミュニケーション手段と活用機会の確保

コミュニケーション手段の確保と言語技術の向上

・ 一人称を主語にした文章を校正したり意見や感想を発表したりする。
・ 主張→理由→まとめの文章構成で整った文で説明したり書いたりする。
・ ５W１Hを意識した作文や発表をする。
・ 説明の原則に沿って場面を分析して相手に伝える。

言語技術の習得と活用

「主体的・対話的で深い学び」成果として

教科指導の充実のために



・ 視覚的ツールで操作して、要求、報告、説明等の「型」を習得する。
・ 視覚的ツールをリマインダーとして活用しながら、「型」を習得する。
・ 要求、報告、説明等の「型」を繰り返し活用する中で習得する。
・ 相手が変わっても、習得した「型」を活用して思考・判断・表現する。
・ 課題が変わっても、習得した「型」を活用して思考・判断・表現する。
・ 場面が変わっても、習得した「型」を活用して思考・判断・表現する。

表現や思考の「型」の習得と応用

表現や思考の「型」の習得と他の場面での応用

自分で分かって動いて「ことば」という思考の手段を活用して
様々な場面で思考・判断・表現する

「主体的・対話的で深い学び」成果として

教科指導の充実のために



自立活動を充実させたからこそ取り組める教科指導の充実

・ 知的障害特別支援学校の教科指導には、土台としての自立活動の充実が
必要である。

自立活動の分野の充実と定着

知的障害特別支援学校における教科指導の充実

・ 本校の「４つのベース」としてまとめた自立活動の要素を教科指導に取り
入れて授業をデザインする。

・ 自立活動の充実と定着を経て、教科指導の充実を図る。

教科指導の充実

教科指導の充実のために

各教科の指導が充実してこそ「態度」の育成を図ることができる。


